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「季
節
要
求
」で
政
党
、
政
府
へ
要
請 

通
常
国
会
へ
初
の
対
応
。
要
求
実
現

強
く
迫
る
！ 

退
職
者
連
合
は
、
現
在
開
会

中
の
第
一
八
九
通
常
国
会
に

向
け
て
、
①
公
的
年
金
制
度
②

地
域
包
括
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム
③

医
療
保
険
制
度
④
介
護
保
険

制
度
の
改
善
な
ど
を
柱
と
す

る
「
季
節
要
求
」（
後
掲
）
の

実
現
を
は
か
る
た
め
、
二
月
二

四
午
前
に
民
主
党
、
同
日
午
後

か
ら
は
厚
労
省
に
、
ま
た
三
月

二
日
に
は
社
民
党
に
そ
れ
ぞ

れ
要
請
し
ま
し
た
。 

 

民
主
党
要
請
は
、
二
月
二
四
日
（
火
）
午
前

十
時
か
ら
永
田
町
の
民
主
党
本
部
八
階
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
退
職
者
連
合
か
ら
阿
部
保
吉
会

長
、
羽
山
治
美
事
務
局
長
、
菅
井
義
夫
次
長
、

野
田
那
智
子
次
長
、
太
田
敏
夫
常
任
幹
事
（
年

金
専
門
委
員
長
）
の
五
名
が
出
席
。
民
主
党
か

ら
は
、
細
野
豪
志
政
策
調
査
会
長
、
柳
田
稔
企

業
団
体
対
策
委
員
長
、
山
井
和
則
厚
労
部
門
会

議
座
長
が
対
応
し
ま
し
た
。 

要
請
の
冒
頭
、
阿
部
会
長
は
「
常
識
も
な
い
、

品
格
も
な
い
総
理
を
相
手
に
ご
苦
労
さ
ま
」
と

挨
拶
。
衆
院
予
算
委
員
会
で
安
倍
総
理
を
厳
し

く
追
及
す
る
民
主
党
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し

た
。
続
け
て
阿
部
会
長
が
要
請
内
容
を
説
明
。

そ
の
中
で
「
デ
フ
レ
化
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
発
動
は
絶
対
に
許
せ
な
い
」
と
し
て
民
主
党

の
奮
闘
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
細
野
政
策
調
査
会
長
は
「
幅

広
い
分
野
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
受
け
と
め

る
。
季
節
要
求
は
、
我
々
の
主
張
し
て
い
る
の

と
重
な
る
。
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
安
倍
さ

ん
は
関
心
が
な
い
」
と
述
べ
、
引
き
続
き
政
府

を
追
及
し
て
い
く
と
応
え
ま
し
た
。 

   

 
 

▲細野政調会長に要請書を手渡す阿部会長（左から4人目）。写真右から太田常幹、山井

衆議院議員、柳田参議院議員、細野政調会長。左から、野田次長、菅井次長、羽山事務局

長。（2月24日午前、永田町の民主党本部８階で） 

▲宮野総括審議官に要請書を手渡す阿部会長（左から3人目）。写

真右から野田次長、太田常幹、菅井次長。左から、川端常幹、羽山

事務局長。（2月24日午後、厚生労働省10階で） 

 

民
主
党
へ
の
要
請 

厚
労
省
へ
の
要
請 

午
前
中
の
民
主
党
要
請
に
引
き
続
き
、
一
四

時
か 
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

▲吉田党首に要請書を手渡す阿部会長（右から 4 人目）。写真右から太田常幹、

川端常幹、菅井次長。左から、野田次長、羽山事務局長。（3月2日午後、永田町

の参議院議員会館3階で） 

 

時
か
ら
は
、
厚
生
労
働
省
要
請
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
霞
が
関
の
第
五
合
同
庁
舎
の
十
階
に
あ
る

厚
生
労
働
省
の
宮
野
甚
一
総
括
審
議
官
室
で

行
わ
れ
た
要
請
に
は
、
退
職
者
連
合
か
ら
阿
部

保
吉
会
長
、
羽
山
治
美
事
務
局
長
、
菅
井
義
夫

次
長
、
林
道
寛
次
長
、
野
田
那
智
子
次
長
、
川

端
邦
彦
常
任
幹
事
（
医
療
・
福
祉
専
門
委
員

長
）、
太
田
敏
夫
常
任
幹
事
（
年
金
専
門
委
員

長
）
の
七
が
出
席
。
会
議
の
冒
頭
、
阿
部
会
長

は
宮
野
総
括
審
議
官
に
要
請
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。
阿
部
会
長
は
要
請
の
趣
旨
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も
に
、
季
節
要
求
の
内
容
を
詳
し

く
述
べ
、
そ
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宮
野
総
括
審
議
官
か
ら
も
各
項
目
に
わ
た
っ

て
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
際
に
宮
野
総
括

審
議
官
が
「
社
会
保
障
の
財
源
が
厳
し
く
、（
政

策
を
）
公
平
に
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ご
理
解
を
」
と
述
べ
、「
公
平
、
公
正

が
大
事
」
と
阿
部
会
長
が
応
じ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。 

1. 公的年金制度について 
（1） マクロ経済スライドでの名目下限方式の堅持。 
（2） 基礎年金拠出期間延長、受給開始年齢選択幅拡大を検討。 
（3） 年金積立金運用 

① 公的年金積立金は、被保険者の利益のため運用すること。 
② 株式投資比率拡大方針を撤回し、国連が呼びかけた「社会責

任投資」の推進。  
2. 地域包括ケアシステムについて 

（1） 統合された医療・介護ケアシステムとネットワークの確立。 
（2） サービス提供体制の整備。 
（3） 人の育成と確保。 
（4） 地方自治体・事業者・市民との合意形成での推進。 

3. 医療保険制度について 
（1） 公的国民皆保険制度の堅持。「混合診療」は導入しないこと。 
（2） 後期高齢者医療制度にかわる新たな制度を作ること。 
（3） 国保は、都道府県と市区町村連携による保険者機能の強化。 
（4） 後期高齢者支援金総報酬割化の実施。 
（5） 受診頻度の少ない加入者に保険料軽減を実施しないこと。 

4. 介護保険制度について 
（1） 要支援の新総合事業への移行撤回、予防給付の復元。 
（2） 新総合事業移行による「基本チェックリスト」の撤回。 
（3） 重度化防止に向け、中・軽度者サービスへの介護報酬の改善。 
（4） 医療・介護サービスが利用できる暮らしの場の整備・充実。 
（5） 従事者の処遇の改善と事業者ごとの人件費比率の公開。 
（6） 認知症高齢者に起因する損害で社会的賠償制度の新設。 
（7） 給付抑制で「国の締め付け」「自治体の暴走」が生じないように。 
（8） 老人福祉法による施策の再整備・充実。 

5. 生活保護制度について 
生活保護基準の復元。住宅扶助・冬期加算の切り下げ撤回。 

6. 税制について 
（1） 年金課税では、国民の合意形成を図ること。 
（2） 法人税の実効税率を引き下げないこと。 

 

忠
智
党
首
の
部
屋
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

退
職
者
連
合
か
ら
は
、
阿
部
保
吉
会
長
、
羽

山
治
美
事
務
局
長
、
菅
井
義
夫
次
長
、
林
道
寛

次
長
、
野
田
那
智
子
次
長
、
川
端
邦
彦
常
任
幹

事
（
医
療
・
福
祉
専
門
委
員
長
）、
太
田
敏
夫

常
任
幹
事
（
年
金
専
門
委
員
長
）
の
七
名
が
出

席
。
阿
部
会
長
の
要
請
の
趣
旨
説
明
の
後
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
吉
田
党
首
か
ら
は
、

「（
退
職
者
連
合
の
）
年
金
、
医
療
・
介
護
の

要
求
内
容
は
、
社
民
党
と
ま
っ
た
く
一
致
し
て

い
る
。
国
民
皆
保
険
制
度
は
し
っ
か
り
守
ら
な

け
れ
ば
」
と
力
強
く
述
べ
、
退
職
者
連
合
と
連

携
し
て
闘
う
決
意
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

社
民
党
へ
の
要
請 

社
民
党
へ
の
要
請
は
、
三
月
二
日
（
月
）
一

六
時
半
か
ら
参
議
院
議
員
会
館
三
階
の
吉
田 


